










































































 1 寛文 11 年（1671） 琉球使者金武王子出仕之行列 1 巻 ハワイ大学宝玲文庫
 2 宝永 7 年（1710） 宝永七年寅歳十一月十八日琉球中山王両使者登城行列 2 巻 ハワイ大学宝玲文庫
 3 宝永 7 年（1710） 宝永七年寅歳十一月十八日琉球中山王両使者登城行列 2 巻 国立公文書館内閣文庫
 4 宝永 7 年（1710） 中山王来朝図　cf. 宝永七寅歳 2 巻 国立公文書館内閣文庫
 5 宝永 7 年（1710） 琉球中山王両使者登城之行列絵巻（狩野春湖） 2 巻 大英博物館
 6 宝永 7 年（1710） 琉球使節絵巻 1 巻 福岡市博物館
 7 宝永 7 年（1710） 琉球人行列図 1 帖 東京大学史料編纂所
 8 宝永 7 年（1710） 琉球人登城行列　cf. 琉球人道路樂器圖も所蔵 2 巻 BYU 図書館
 9 明和元年（1764） 琉球中山王使者登城行列図 2 巻 沖縄県立博物館・美術館
10 不明（ND） 琉球人行列絵巻 1 巻 沖縄県立博物館・美術館
11 寛政 2 年（1790） 琉球使節道中絵巻 1 巻 国立歴史民俗博物館
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5．子供の絵双六に描かれた行列
　「双六遊び」が庶民の遊びとして広まったのは、浮世絵版行の普及や町人文化、出版文化の興隆があった江
戸中期以降である。大判の彩色図版を目の前に、サイコロの出た目に従って駒を進める。いわば「出たとこ勝
負」の展開は人生を模し、「成仏」「出世」「人の生涯」などの「願望」と「諭し」を含んでいる。その時々の
世上の関心ごとが題材となった。豊穣の地としての「竜宮」への関心は古くからあり、『太平記』には俵藤太
秀郷が「瀬田の唐橋」から竜宮に向かうという話がある。人々の中に「琉球」が意識されるようになると、こ
れを「竜宮」に重ねる話が生まれた。また、江戸後期には水芸などの見世物に「竜宮」が見せ場となり、竜宮
へ関心が集まった
（3）
。『新板龍宮飛双六』（京都吉野家勘兵衛刊、寿岳章子旧蔵、京都府立大学図書館蔵）では、
鯛や平目などの魚類と戦いながら駒を進め、竜宮城にたどり着き、乙姫に迎えられるという筋立てとなってい
る。その後に、「琉球人行列」の人気を捉えて、竜宮話を組み込んだ双六『大新板りうくう人行列飛廻双六』
（竜宮・琉球）【図 1】が、同じく京都の版元から出され、さらに琉球人の行列姿を描きながらも「唐人」とし
て『新板唐人祭礼飛廻双六』【図 2】が刊行された。
【図 1】「大新板りうくう人行列飛廻双六」（沖縄県立博物館・美術館蔵）
板元京新町通丸太町上ル丁　金屋新兵衛　彩色一枚摺
これは、上下の四段に分かれ、右下の「此所ふりはじめ」から始まり、い「がく童子」ろ「こしやう」（小姓）
は「わかしゆ」（若衆）に「ふはいの玉」（面向不背の玉）ほ「たま引」へ「ぎゑしやう」（儀衛正）と「りう王」（龍
王）ち「さんぎくわん」（讃儀官）り「つりかね」ぬ「俵藤太」る「とらはた」（虎旗）を「さんすくわん」（三司官）
わ「がつき箱」（楽器箱）か「がくじん」（楽人）よ「はりはた」（張旗）と進み、「上り龍宮城」に至る。当時、
流行った「龍宮話」に琉球人の行列姿を描いた双六である。
【図 2】「新板唐人祭礼飛廻双六」（大阪歴史博物館蔵）
刊記不明　一枚摺
嘉永 3 年（1850）度の琉球人行列を双六に仕立てたもの。同様に四段右下から、「ふりはじめ　えぞうし
うり」（絵草紙売）から始まり、い「町々ぢきやうづき」（地形突）ろ「屋根みがき」は「ぎやうれつ」に「ぞう長
持」ほ「下官」へ「書翰長持」と「鞭　せいばい竹也」ち「牌　おもてうら」り「張簱」ぬ・る「路楽」を「虎簱」わ「冷傘」
か「山王御輿」よ「副使澤岻親方」た「楽童子　里のしといふ」れ「惣押　御家臣」と進み、「上がりの駒」には
「玉川王子泊」の宿札がある。「唐人」としているが、「虎簱」「楽童子」「玉川王子」とあることから、こ
れが本絵引にも描かれた嘉永 3 年度の琉球国使節を描いたものであることが知られる。
【注】
（1） ハワイ大学宝玲文庫蔵。
（2） 前者、UC.Berkeley 三井文庫蔵。後者、ハワイ大学宝玲文庫蔵。
（3）「［生人形］引札」「来ル四月中旬より両国回向院ニおいて興行」、「柳川一蝶斎手妻番附」。共に『近世・近代風
俗史料貼込帖』（早稲田大学坪内博士記念演劇博物館蔵）。
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【図 2】新板唐人祭礼飛廻双六
【図 1】大新板りうくう人行列飛廻双六
